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報道関係者 各位

平成 21年第 4四半期におけるエイズ発生件数

第 120回エイズ動向委員会に報告された新規HIV感 染者・エイズ患者報告数等の

概要は以下のとお り。

①平成 21年第4四半期 (平成 21年 9月 28日 ～平成 21年 12月 27日 )

(1)新規HIV感染者報告数は244件、エイズ患者報告数は84件であり、いずれも前回、前年同

時期と比較して減少した。

(2)自 治体が実施するHIV抗体検査件数は34,491件 、保健所等における相談件数は43,376件

でいずれも前年同時期と比較して減少した。

(3)総評
・第 4四半期は 12月 1日 の世界エイズデーに伴い、多くの自治体で普及啓発イベントや臨時

検査が行われたにも関わらず、検査件数に大きな増加は見られなかった。
・ここ数年間、第 4四半期はHIV抗体検査件数が年間で最も多くなる時期であつたが、今年は

検査件数が伸びなかつた。

②平成 21年年間報告 (速報値 :平成 20年 12月 29日 ～平成 21年 12月 27日 までの四半期ご

と速報値の合計)

(1)自 治体が実施するHIV抗体検査件数は150,252件、保健所等における相談件数は 193,271

件でいずれも前年と比較して減少した。

(2)新規HⅣ感染者報告数は 1,008件、エイズ患者報告数は420件であり、いずれも前年と比

較して減少した。一方、新規HIV感染者数ロエイズ患者報告数に占めるエイズ患者報告数の

割合は増加した。

(3)総評
口前年と比較して、検査件数が約27,000件減少した。その一因として、インフルエンザの影響を

受けた可育ヒ性はあるが、国民のHI∨に対する関心が薄れてきていることが懸念される。
・検査件数の減少に伴い、新規HI∨感染者は前年と比較して減少した。
・国民はHI∨ ロエイズについての理解を深め、身近な問題として積極的に予防に努めるべきで

ある。早期発見は、個人においては早期治療、社会においては感染の拡大防止に結びつくの

で、HI∨抗体検査日本目談の機会を積極的に利用していただきたい。
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*2輸 血などに伴う感染例や推定される感染経路が複数ある例を含む。



資料 2

表2平成21年 12月 27日現在のHIV感染者及びエイズ患者の国籍別、性別、感染経路別報告数の累計

診断区分 感染経路 日本国籍       外国国籍

女   計    男   女   言

HI∨感染者 8.477 694  9,171 1,065  1.324 9,542  2,018 11.560

異性間の性的接触

同性間の性的接触
*1

静注薬物使用

母子感染

その他
*2

1.047

エイズ患者 274 702 341  1,043 4,704 615  5,319

異性間の性的接触

同性間の性的接触
*1

静注薬物使用

母子感染

その他
ホ2

不明

HI∨感染者+エ ズ患 968 13.447 1,767  1,665  3,432 14,246  2,633

1,421 18  1.439

*1両 性間性的接触を含む。
*2輸 血などに伴う感染例や推定される感染経路が複数ある例を含む。
*3平 成11年 3月 31日 までの病状変化によるエイズ患者報告数154件を含む。
*4「血液凝固異常症全国調査」による2008年 5月 31日 現在の凝固因子製剤による感染者数

※死亡者報告数

感染症法施行後の任意報告数 (平成11年 4月 1日 ～平成21年 12月 31日 )        278名
エイズ予防法

*5に
基づく法定報告数 (平成元年2月 17日 ～平成11年3月 31日 ) 596名
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凝 固因子製斉1に よる感染者の累積死亡者数
Ⅲ6 638名

*5エイズ予防法第5条に基づき、血液凝固因子製剤による感染者を除く。
*6「血液凝固異常症全国調査」による2008年5月 31日 現在の報告数



表3 HIV感染者及びエイズ患者の都道府県別累積報告状況 資料 3

柵告地 〔居住地〕 ″_~t rを住地,

HIV感染者 エイズ患者

ブロック名 都道府県名

北海道 1北海道
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01%   〔1〕

01%     〔0〕

′.1'  57 05% 〔24〕 〔09%〕

`イ

,'  122 11% 〔49〕  〔19':〕

ω  38 03%〔 18〕 〔07%〕

ω  l1 01% 〔3〕 〔01%〕
|

lrl'     28   02':    〔9〕   〔03'6〕
「″

'     47   041:    
〔8〕   〔039`〕

24   02%    [8〕   〔03%

Jノ    36
1.1'    45

協 |:

`″ '   20
`rJ'  34

〔9〕  〔09,`〕

〔16〕  〔15':〕

〔2〕    〔0216〕 |
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〔12〕  〔11,:〕

07':

08'6

02%

02%

041:

061`

02%″ノ
プロック計  13 〔11 347   30%  〔123〕    〔47%〕

九州・,中縦  40福岡県   17 〔14〕 : fθ ノ
´
0' . 224 19%〔 82〕 〔31%〕

|

4  〔5〕

0 〔0〕 : θ ω   8 01% 〔4〕 〔02%〕
1    〔0〕   ノ     イrl'     30   03%    〔8〕   〔03'`〕
4     15J   l'     `ノ /     50   0496   〔15」    〔069:〕
0 〔0〕 : θ ω  22 02%〔 11〕 〔04%〕
0 〔0〕 i f ω   18 02% 〔7〕 〔03%〕

46鹿児島県   1  〔1〕  ノ  ィ:ガ   44 041: 〔16〕  〔06':〕
47 ,中 縦県

: [:〕 : ; 筋| |: ::‖  〔:〕 〔::‖ ::

0 〔0〕  ノ  `ノノ  27 05% 〔6〕 〔06%〕
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0  〔0〕
筋1 10: ::| 

〔
::〕 [::|〕

′″
'   18  03'1   
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5   〔0〕  」   (:1'   114  101:  〔40〕   〔151:〕 2     〔3〕    ピ     :′
'    61   1 lal    

〔14〕    〔13't〕

※〔報告地〕:昭和60年 から集計
※〔居住地〕:最 近数年間の主な居住地(平 成19年 4月 から記載)

後天性免疫不全症候群発生届出(抜 粋 )

)最 近数年間の主な居住地

I)日 本国内(   都道府県)

2)そ の他 (     )

35   〔35〕 |  `θ    `'7

49〕   〔46%〕



感染症法だ墓 ブイ〃′/感染者 ″エイ地 裁 錦 躍

第 120回 H21_9.28～ H21_12.27     第 119回 H216_29～ H21_9.27

第 116回 H20_9.29～ H20.1228     第 115回 H206_30～ H20_9.28

表l HIV感染者及びエイズ患者の国籍別、性別、感染経路別、年齢別、感染地域別報告数

男 :女 :計
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θ

ｙ

“

κ

″

″

θ

′

％

″

″

″

θ

θ

′

Ｊ

Ｊ

Ｊ

θ

′

″

″

〃

″

θ

ノ

″

“

″

″

θ

θ

θ

θ

′

Ｊ

θ

θ

ゴ

′

θ

′

θ

θ

∫

θ

，
１

¨

θ

ｙ

π

″

ヌ

″

θ

′

″

“

∬

″

θ

′

π

“

〃

″

θ

ｒ

″

θθ

″

”

220 ′′θ 254 ′δ′
7  f′   14  f′

17

感染 国内
地域 海外

206 fθ5 235 ′

2   」  9
214 203 242
4   θ  13

212 ′θイ 247 25■

4   θ   9   θ

θ

イ

ｆ

′

′

Ｊ

ェィズ 合 計
患者  感染 異性間 ホ1 ″

″

′

θ

Ｊ

″

″

ｆ

θ

′

％

″

ｒ

θ

‘

”

″

ノ

θ

′

″

″

ノ

θ

ィ

万

″

′

θ

′

Ｊ

θ

θ

θ

θ

”

″

ノ

θ

′

″

″

ノ

θ

′

経路 同性間 *2
静注薬物濫用

母子感染

その他 *3

θ

θ

イ

‘

′

Ｊ

θ

θ
θ
ｆ
′
′
Ｊ

θ
θ
θ
″
″
″

θ
θ
Ｊ
″
″
Ｊ

θ

θ

″

″

“

″

θ

θ

θ

″

″

％

θ

θ

′

ｆ

′

θ

θ

θ

θ

‘

θ

ァ

θ

θ

θ

′

Ｊ

Ｊ

θ

θ

θ

ｆ

′

ノ

ノ

θ

θ

θ

″

″

″

θ

θ

θ

Ｊ

犯

″

∬

θ

θ

Ｊ

″

″

”

θ

θ

ィ

″

″

″

年齢 10歳未満
10～ 19
20～ 29
30～ 39
40～49
50歳以上

Ｊ

θ

内

外

国

海
染
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感
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*1異性間 :異性間の性的接触
*2同 性間 :同性間の性的接触 (両性間の性的接触含む)

*3輸血などに伴う感染例や推定される感染経路が複数ある例を含む。
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資料 5
保健所等におけるHIV抗 体検査件数

都道府 県

平成12年 平成 13■ 平成 14年 平成 15■ 子成 16年 平成171 平成 181 平成 19年 平成20年 平成 21年

年間 年 間 年 間 年 間 年 間 年間 年間 年間 年 間
第 1四半期

1月 ～ 3月

第 2四 半

"
4月 ～ 6月

第 3四半期

7月 ～ 9月

零 1回 ヰ

"
10月 ヽ11呵

年間
第 1 四半

"
1月 ～ 3月

第 2四 半

"
4月 ～ 6月

第 3四 半期

7月 ～ 9月

零 1口 +角

10月 ～ !1月

北 海 道 1.53( 1,72( 1,42C 1,551 1,796 2.20` 2.591 3.551 3.88( 1,19( 3,22C 1,01`

青 森 環

岩
「

岬 1.()1(

宮 城 ll l.507 卜l 1.::`(

秋 田 県

山 形 環 294

編 島 り1 1 177 1 21'1 33コ l. 157

ム lJl叩 1'31 1,76t 1,00( l,175 1.35: ::.511 2.ヽ 51

栃 木 県 1,02〔 1,405 2.579 2.63( 2,291 657

群 ‖,環 1,842 1,95( 1,57(

jilr工
11 1.752 :, 18: 155: 1,ヽ

=(
265(; 5.:::,8 6,1 :,1,:l 1,5('1 1,50t L17( l 1.50t l,211 1,01( 1.211

千 輩 県 2 :`[1 2.S7( 2.:`67 :`.181 3 57S 6.21'5 709 :671 1 72 lt,7r
=,(Il:'

5.ピ lt 1,67S 1(,1( 1

東 京 都 5,396 9,77〔 7,11 8,31( 9,742 10.08` ll.289 14,31〔 15,921 3,514 3,912 4,024 4,471 14,44` 4,09乏 3.664 3.45( 3,23(

神奈 川 県 5,499 7,08〔 3,53〔 3,60: 4,056 6,10( 11,768 11,55( 2,94( 2,865 2,671 3,074 10,54 3,134 2,62( 2,25( 2,53(

"i潟
リユ 1.:11 l・ 11'= 3.501 1.781

II 111 "11 375
=:型

l

百 り|1県 1,23( 1,52〔 l,199

嘔 井 11

ll製 唯 71 l.0()| 27

,( りF '11 1091 1.5S: 1.10( l.11)' l.l:,7 1 755 2,t'1':: ,ti51 3 750 1'=‖ l.(llJ l 2.50‖

岐 1ヽ 県 24(

ル1岡 ll 1,92[ 1,70( 2,06〔 2,423 2,89( 3.821 3,964 1,08( 3,081

愛 ウ‖ 11 :,.1,71 6.11)| l・ :31 5.:,61 5.Ts: 5.5‖ 7,Ol: 10,コ 1り | 11.5=1 2,ti81 2.8‖ 2.8(): :す .:ド ! 9.81:: :'. :=1 2.01:

モ J`リ l:,Si 1 805 1.6S」

厳 賀 ti 1,181

質

“

I鷲 1 1,873 1,494 1,671 1,92( 2.26( 3,27( 4,29( 1,011 1.121 1,239 3,66( 1,11`

′く1坂 rf 5.29( 7.682 5 SO: liド・Iι 7,11 S.5Sl 1).1:1 H,16 13,S6: 2.('21 2,75:3 1.0:'1 11.71 1,り l: 3,10( 2, 12翌 2.2Sl

F: lil[ !‖ 23S( :.lSt 2.161 2.9tll l,.:,7( 2.71( :3.531 51: 105, 1(,1: l.21,t 1,‐ 11 :,,81,7

崇 jヽ lt 1,12[ 1,55( 1,191

Fn歌 山叩

賜 l■ l :

嚇 リミリ」 :1 ll

司 山
"」

1,13〔 1,26( 1,097

六 島 暉 1,12: 1,17( 1,247 1,53〔 1,87( 2.901 3,67( 1,262 3,25( 1,07(

1!口 ll l l,001 1.ll 1.:,7: 1.=1't

お lill鴨 1 1 22S

香 川 lL 225 591

愛 1111 1.073 1,562 1,821

晰 拓i llll 1

M lit1 11 2,tJOt :,,331 :,138 :・ t13: 5,1:( 6.17C ア.5よ 7.75: 1,90( 1.S67 1.tJ 1 5 3.071 0,631 l.981 l,687 1・ 11,t 1,195

生 賀 11 1,18〔 1,06: 291

,そ 崎 県 44( 1,821 1,07(

11本 11 l.1:1 1:05 1,lD2t 2,2:,( 2,5!: 2.01(

大 分 11 1,07: 232

宮 lir ll 1,011 1,064

ni児 島tt 334 1.271 1,32t 1,21(

″

"組
LA 1.0:世 1.:`52 1.1'13( 2.r117 3,751 :3.501 2.711

計

48,75` 69,92(
49,429
(12.223)

59,237
(16,302)

68,774
(20,230)

８９９

則

０
，
９
，

８

０ ４９７
国

３
，
３
，

９

０

128,81(

(24,9971
８８０
豹

‐４６

＜３０
，

34,758
(6715〕

34,948

`7 ,1彙
ヽ

35,936
(7 8051

・41,23,

122,491

(27,7591

37,64】 30,320

`6 714ヽ

27,881
rA‐ lin′ 1、

年 計
146,880

(30.276)

122,493

(27.759)

)内 l 自



保健所等における相談件数
・ ~ 資料 6

都道府県

平成 12今 平成 13年 平成14年 平成154 平成16年 平成17年 平成 18奪 平成 191 平成20午 平成21年

年 間 年間 年 間 年 間 年間 年間 年 間 年 間 年 間
鷹1四 半1

1月 ～ 3′

席 2四 半

"
4月 ～ 6月

疇3四 半糊

7月 ～ 9月

14四半期

0円 ヽ:211
年 間

購 1四 半期

1月 ～ 3月

鷹2四半期

4月 ～6月

第 3四 半期

7月 ヽ9月

鷹4四半舅

10,]～ !2J

北 海 道 2,30( 2,27` 2,03〔 2,231 2,18` 2,837 3,001 3,37[ 2,997 2.505 566

青 森 県 1,011 832 1,15〔 1,37〔 1,59 1,425 2,104 506

岩 手 県 651 l 5

官 城 県 1.65( l.751 1.lt13 1,727 1,752

秋 田 県

山 形 県

福 島 岬 1,052 1,00( 1.160 1,101 1,70{ l.19ヽ

茨 城 県 2,382 l,=:10 1,75: 2.131 l・ 818 2.611 3,73t 3.911 3.20( 1,05C

栃 木 県 1,44〔 1,822 1.583 2.19` 2.804 2,76C 3, 134 3,921 4,179 1,06ξ 1,033 1. 102 1,22〔

群 馬 県 1,78〔 1,359 1,55〔 1 1,03C 1,05〔 249

埼 玉 県 5,3」 ( 10,37t 6.125 tl.56〔 1',111 13,071 12,1()〔 16.95, 2(),310 5,OSt 5,151 5,16t 1,90セ IS.53 5,1 1,62【 l・ 1:( ・l,611

F葉 県 」,1'2: 3, 187 」,788 1,10( 1,33〔 1,77( 0,187 8,21 8.5911 」・ l」 l ピ,00さ じ.じ 15 」.」 5[ 6,63( l.55 1.301 1,751

東 京 都 16,89C 24,27〔 23,001 24.35〔 45,946 50.381 59,904 65,789 14,714 15,26〔 17,494 18,318 55,67( 16,631 13,702 12,94〔 12,394

ll奈 川県 9,08〔 11.28乏 7,77〔 8,08( 12,60〔 15,48C 16,33〔 21,47 21,705 5, 14` 5,27〔 5,279 6,007 20,882 6,22( 5,34C 4,704

llr潟 県 1,52t 1,6:7 l l.t111 2.014 l.tJ2( 3,Olf 3,711 4.55C 1,231 1,165 1, 158 3.871 1.Ht

常 山 リユ 1,03t 1,201 1,,16超 l.20(

石 県 1,12( 477

価 井 県 1,185 l,473 1,271

梨 1 l

,( りlF り|ヽ 2,01〔 1,13t 1.882 2,Ol: 2.821 3.7S: 5.S5〔 5,15t l,28: l.21'2 1,3」 ( l・ 55L 3,633 1,227

崚 阜 県 1.15( 1,262 1,172

il岡 甲 3,74〔 4,498 4,41 4,48( 4,91C 3,131 3,460 3,69〔 2,977 1,231 l,818 607

受 力l岬 7.57( 13.57t' 11・ 151 ll,131 ll.35ヽ 7,()3( 7,=79 8 151 6,086 1,39( 1.033

二 重 県 l.19( 1.30t 1.Sl)1

弦 賀 県 1.13〔 1,195 1,102 1,231 1,33C 2,25( 1,918 2,29〔 3,62( 1.011 2,846

京 品:り

`

2,20〔 3,455 2,068 2,33( 2,68C 1,023

大 lilx j向 12,121 16.200 13.136 15.71 l tl.13( 15.68〔 16.570 20.071 23.S67 1.685 1.53[ 6.90( 7,717 11),822 6.6′ l〔 5.271 1,03留 3,87t

兵 庫 lll 1.321 7.lS( ,1.」 81 1.237 1.99: 2,96( 2, 126 2,76t 3,S」 〔 l l.17t 3 076

奈 良 県 7,

■1歌 山11

●I IR県 1 lt

|ル 根 県 ll

llill 山 リユ 1,31( 1,943 2,114 2,83〔 2,684 1,63( 1,81〔 2,18` 2,53〔 1,893

広 島 ll 2,74` 2,68〔 1,967 2,56〔 3,11〔 3,521 4,04〔 5,581 7,392 1 1,80〔 1,86( 7,16〔 1,801 1,85( 1,63( 1,87(

ill  lコ  リユ 1.00,l 1,3=17 1,01t 17

徳 島 県 l,31 1,OSt

i川 県 1,08〔 1,452 1,76( 1,574 464

性 11 りR 1,209 1,03C 1,234 1,599 2,031 2,705 2,59〔 1,801 352

高 知 垢t 1

編 llll県 5,912 7,87( 9.13(1 9,81t :),777 1),6tJt lJ,7St 10.17〔 2.55〔 2,591 2.50せ 2.76〔 S,862 2.80( 」.231 1・ 95=l 1.877

岩こイtリユ 1,08〔 l.10( 1,001 1,19〔 1,67( 1,263 1,29〔 1,001 1,032 277

長 崎 県 1,112

熊 本 県 1,057 1.121 1,181 l,18セ 2,00[ 2.611 2,953 71: 2,23U

人 分 県 1.237 l.3()6 1,202 l,()1( l 1・ 62さ 2 147 1,552 l,57ぜ

宮 崎 県 1,311 1,139 1 114 1,33〔 1,501 1,60乏 1,09[ 1,338 1,423

た児島県 l,369 1.99〔 2,188 1,896

沖 紹L県 1,737 2.25:l l.1)23 1,727 l,6St 1 2,77t 1.202 1 =12(

計
107,26( 141,26〔 108,911 130,15〔 146,585 161,474 173.651 〕14,34 230,091

54,122 53,754 58,789 63,=126
193,271

58.200 48,643 43,052 43,376

年 計 230,091 93,271



資料 7
保健所等におけるHI

(平成 14年第 1

V抗体検査、相談件数の四半期別推移
四半期～平成21年第 4四半期)

査検 (件 )

(件 )談
ロ
ロ

士
↑

50,000

40,000

30,000

20,000

10,000

第:1第 21第 31第 41第 11第21第 31第 41第 11第 21第 31第 41第 11第 21第 31第 41第 11第 21第 31第 41第 11第 21第 31第 41第 :1第 21第31第41第 11第 21第 31第 4

平成14年   1  平成15年   1  平成16年  1  平成17年  1  平成18年  1  平成:9年  1  平成20年   1  平成21年

平成19年度

HⅣ検査普及週間

37449▲ 37.48q

3).948    3■ 03へ 344T

19.626201o229165 21,713

13,,ソ T1790017.8引

世界エイズデー

平成18年度

HⅣ検査普及週間

21第31第 41第 11第 21第 31第 41第 11第 21第31第 41第 11第 21第 31第 4第11第 21第 31第41第 11第 21第 31第 41第 ll第21第 31第 41第 ll第 21第31第 41第 1

平成18年  l  平成19年  1  平成20年   1  平成21年

平成19年度

HⅣ検査普及週間

仰
二語 39♂ 3

1・

695だ
′9,40530743

平成 18年度

HⅣ検査普及週間



資料 8
HIV感 染者・エイズ患者報告数3カ 年比較

(平成21年のみ速報値)

診断区分  項目     区分

HIV感染者    合 計 969 1,021
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６
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０

３

２

８

２

同性間の性的接触*1

静注薬物使用
母子感染
その他*2

10
10～ 19
20～29
30～ 39
40～ 49
50歳以上

エイズ患者 合  計 365  382

同性間の性的接触*1

静注薬物使用
母子感染

その他*2

10歳未満

10～ 19
20～ 29
30～39
40～ 49
50歳以上

明

*1両性間性的接触を含む。
*2輸血などに伴う感染例や推定される感染経路が複数あるlylを 含む 。
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資料 9

HIV感 染者 ロエイズ患者報告数3カ 年比較
(平成21年のみ速報値)

診断区分 項目

HⅣ十二イズ 合   計      1=334 1,403

同性間の性的接触*1

静注薬物使用
母子感染
その他*2

10
10～ 19
20～29
30～ 39
40～ 49
50歳以上

明

海外

1,274  1,352

60    51

４

４

５

０

４

７

０

４

　

　

　

　

４

３

３

８

　

　

　

　

　

　

１

０

３

６

４

５

５

１

１

２

１

５

２

３

５

２

２

７

４

６

０

２

３

９

４

４

２

０

６

７

５

２

２

６

７

０

７

２

１

２

１

０

０

２

７

４

　

　

　

１

４

375   365
886   964

6     1

0

54    41

0

1

35

70

0

14

361

584

303

236

1,285  1,27

152   11

日本国籍 年代別 3カ

550

500

450

400

350

300

250

200

150

10歳未満  10代 20イt 30代 40代  50歳以上

日本国籍 感染経路別 報告数推移(HⅣ感染者 エイズ患者 計)

1′ 600 ‐

「
……………………………―‐・・̈ ……―――‥――い‐………

1403

1,200

1,000

800

600

400

200

0

□不明

日その他*2

■母子感染

日静注薬物使用

口同性間性的接触*1

□異性間性的接触

19年 20年 21年 (速報値 )



エイズ患者 口HIV感 染者報告数、検査相談検査件数推移 (H21年のみ速報値 )

HⅣ感染者・エイズ患者報告数
S63まで Hl H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 Hll H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21

(凍薔 値〕
合 計

39 21 31 38 51 86 136 169 234 250 231 301 329 332 308 336 385 367 406 418 431 ｎ
Ｕ

Ｏ
こ

′
守 5,319

78 80 66 200 442 277 298 277 376 397 422 530 462 621 614 640 780 832 952 1,082 1,126 1,008 11,560

117 101 97 238 493 363 434 446 610 647 653 831 791 953 922 976 1,165 1,199 1,358 1,500 1,557 1,428 16,879

:エイズ患 中段 :HIV 者報告数 下段 :エイズ患者ロ 染 の >

保健所等におけるHⅣ抗体検査件
S63まで Hl H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 Hll H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 合 計

47,470 7,864 10,649 10,98C 135,674 116,712 81,495 57,978 72,186 46,237 53,218 48,218 48,754 69,925 61,652 75.539 89,004 100,287 116.550 153,816 177,156 150,252 1,731,616

健所における 数

S63まで Hl H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 Hll H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 合 計

132,004 14,603 17,458 18,002 251,926 245,29C 175.83フ 124,73〔 172.641 96,735 111.046 103.200 107.266 141,269 108,911 130,153 146,585 161,474 173,651 214,347 230,091 193,271 3,070,510

保健所等におけるHIV抗体検査件数、HⅣ感染者報告数

1200

1000

800

600

400

200

0
Ｈ

２

１

Ｈ

２

０

Ｈ

ｌ

９

Ｈ

ｌ

８

Ｈ

ｌ

７

Ｈ

ｌ

６

Ｈ

ｌ

５

Ｈ

ｌ

４

Ｈ

ｌ

３

Ｈ

ｌ

２

Ｈ

ｌ

ｌ

Ｈ

ｌ

０

Ｈ

９

Ｈ

８

Ｈ

７

Ｈ

６

Ｈ

５

Ｈ

４

Ｈ

３

Ｈ

２

Ｈ

ｌ
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資料 11

平成 22年 2月 12日 (金 )

照会先 :医 薬食品局血液対策課
担 当者 :難波江、内沼
TEL:03… 5253‐ lHl(内 線 )2905,2904

03‐3595‐2395(直 通 )

献血件数及びHIV抗 体・核酸増幅検査陽性件数

(注 1)。 昭和 61年 は、年中途か ら実施 したことな どか ら、3,146,940件 、
うち、陽性件数 11件 (女性 0)と なっている。

(注 2)・ 抗 体検査及び核酸増幅検査 陽性 の血液は廃棄 され、製剤には使用 され ない。
・ 核酸増幅検査については、平成 11年 10月 よ り全国的に実施 している。

(注 3)。 平成 21年 は、 1月 ～ 9月 の確 定値 と 9月 ～ 12月 の速報値で集計 している。

年 数
＞数

件
施実

血
査検

献
＜

陽
＜
Ｅ 件

り

万
た

Ю
当

1987年

1988年

1989年

1990年

1991年

1992年

1993年

1994年

1995年

1996年

1997年

1998年

1999年

(昭 和 62年 )

(昭 和 63年 )

(平成 元年 )

(平 成 2年 )

(平成 3年 )

(平成 4年 )

(平 成 5年 )

(平成 6年 )

(平 成 7年 )

(平成 8年 )

(平成 9年 )

(平成 10年 )

(平成 H年 )

件

8,217,340

7,974,147

7,876,682

7,743,475

8,071,937

7,710,693

7,205,514

6,610,484

6,298,706

6,039,394

5,998,760

6,137,378

6,139,205

件

11(1)
9( 1)

13(1)

26(`)

29(4)

34(7)

35(5)

36(5)

46(9)

46(5)

54(5)

56(4)

64(6)

件

0.134

0.113

0165

0336

0.359

0.441

0.486

0545

0.730

0.762

0900

0.912

1.042

2000年

2001年

2002年

2003年

2004年

2005年

2006年

2007年

2008年

2009年
(1～ 12月 )

(平 成 12年 )

(平成 13年 )

(平 成 14年 )

(平成 15年 )

(平 成 16年 )

(平成 17年 )

(平成 18年 )

(平成 19年 )

(平成 20年 )

(平 成 21年 )

5,877,971

5,774,269

5,784,101

5,621,096

5,473,140

5,320,602

4,987,857

4,939,550

5,077,238

5,287,101
(速  報  値 )

67(4)
[3]

79(1)
[1]

82(5)
[2]

87(8)
[2]

92(4)
[2]

78(3)
[2]

87(5)
[1]

102(3)
[6]

107(3)
[0]

102(6)
[2]

1.140

1.368

1.418

1.548

1.681

1.466

1.744

2.065

2.107

1929



平成 22年 2月 12日

第 120回エイズ動向委員会の結果報告について

1 解析期間

感染症法に基づ く患者・感染者報告 平成21年9月 28日 から平成21年 12月 27日 まで

病変報告 (任意報告) 平成21年 10月 から12月 末まで

2 今回報告された新規HIV感 染者数 〔以下感染者〕は244件 (前回249件、以下同 じ)、

新規AIDS患 者数 〔以下患者〕は84(96)件

(1)感染経路別

異性間の性的接触による感染者45(57)件 、患者26(31)件、同性間の性的接触による感染者 170(164)

件、患者40(42)件、静注薬物使用による感染者1(0)件 、患者1(1)件、その他の原因による感染者

7(5)件、患者2(2)件、原因不明の感染者21(23)件、患者15(20)件

(2)性男」

男性感染者235(234)件、患者80(89)件 、女性感染者9(15)件、患者4(7)件

(3)年齢別

感染者は10代5(2)件、20代84(54)件 、30代 103(111)件 、40代34(40)件、50歳以上18(42)件

患者は20代2(6)件、30代27(43)件、40代22(21)件 、50歳以上33(26)件

(4)国籍別                              `
日本人患者感染者228(230)件 、患者79(90)件 、外国人感染者16(19)件、患者5(6)件

(5)感染地域別

国内で感染 した感染者220(213)件、患者63(72)件、海外で感染 した感染者7(12)件、患者7(7)

件、感染地域不明感染者17(24)件、患者14(17)件

(6)性的接触別、国籍別内訳

ア.異性間性的接触の内訳

感染者45(57)件、患者26(31)件 のうち日本人男性は、感染者35(41)件、患者23(25)件、

日本人女性は、感染者7(9)件 、患者2(5)件、外国人男性は、感染者2(5)件、外国人女性は、感

染者1(2)件、患者1(1)件

イ.同性間性的接触の内訳

感染者170(164)件、患者40(42)件のうち日本人男性は感染者 159(156)件 、患者39(42)件 、

日本人女性は感染者1(0)件、外国人男性は感染者10(8)件、患者1(0)件



(7)国籍別、年齢別内訳

ア。日本人男性年齢別内訳

感染者220(219)件のうち、10代4(2)件、20代79(47)件、30代 92(100)件、40代30(35)件 、

50歳以上15(35)件

患者77(84)件の うち20代2(4)件、30代24(39)件、40代20(19)件、50歳以上31(22)件

イ。日本人女性年齢別内訳

感染者8(11)件の うち、20代1(1)件、30代3(3)件 、40代2(3)件、50歳以上2(4)件

患者2(6)件の うち、50歳以上2(3)件

ウ.外国人男性年齢別内訳

感染者15(15)件 のうち、10代1(0)件、20代3(5)件、30代8(6)件、40代2(2)件 、50歳以上

1(2)件

患者3(5)件の うち、30代2(2)件、40代 1(1)件

工.外国人女性年齢別内訳

感染者1(4)件の うち、20代 1(1)件

患者2(1)件 の うち、30代 1(1)件、40代 1(0)件

(8)感染地域別、国籍別内訳

ア.国内感染

感染者220(213)件のうち日本人男性206(195)件、日本人女′性6(9)件、外国人男性8(8)件、

患者63(72)件の うち日本人男性60(66)件、日本人女性2(5)件、外国人男性1(1)件

イ 海外感染

感染者7(12)件のうち日本人男性2(5)件、日本人女性2(1)件、外国人男性2(4)件、外国人女

性1(2)件

患者7(7)件 の うち日本人男性6(7)件、外国人女性1(0)件

3 病変報告 (任意報告 )

(1)キ ャリア等から患者になったとの報告は、1(0)件

(2)患者・感染者の死亡は、AIDSが 原因1(2)件 、AIDS以 外の原因1(0)件

4 検査・相談件数

平成21年 10月 か ら12月 末まで

保健所等におけるHIV抗 体検査件数は34,491(32,898)件 、 うち自治体が実施する保健所以外

の検査件数は6,604(6,253)件 、保健所における相談件数は43,376(43,052)件

5 献血によるHIV陽 性件数

平成21年 1月 か ら12月 末まで

献血件数35,287,101件 (速報値)の うち、HIV陽 性件数は102件



平成 22年 2月 12日

・     第 120回エイズ動向委員会

委 員 長 コ メ ン ト

《平成 21年第 4四半期》

【概要】 〔資料 1,資料4参照〕

1.今回の報告期間は羽戎21年 9月 28日～平成 21年 12月 27日 までの約 3カ明

2.新規HIV感染者報告数は244件 (前回報告 249件、 前年同時期 292件)で、過去 12位

そのうち男性 235件、女性9件で、男性は前年同時期 075件)よ り減少しているが前回 034件)と ほぼ同

気 女性は、前 ヨ(15441及術 1年同日判 07441よ り減少

3.新規AIDS患者報告数は84件 (前回報告 96件、前年同時期 110441で、過去24位

そのうち男性 80件、女性4件で、男性は前回 89件)及び前年同時期 (104件)よ り減少

女性は前回 (7件)及び前年同時期 G件)よ り減少

4.HIV感染者とAIDS患者を合わせた新規報告数は328件で過去 14位

【感染経路・年齢等の動向】 〔資料1,資料4参照〕

1.新規HIV感染者 :

○ 同性間`日駐動虫によるものが170件 (全HIV感染者報告数の約70%)

そのうち159件が日本国籍男性

○ 異性間性的接触によるものが45件 (全HIV感染者報告数の約 18%)

そのうち男性 37件、女性8件

〇 年齢別では、特に20～30代が多く、40歳以上では前回及び前年同時期より減少

2.新規AIDS患者 :

○ 同性間螂 焼却虫によるものが」  (全AIDS患者報告数の約 48%)

○ 異性間′閣到囲卿こよるものが整   (全AIDS患者報告数の約31%)

そのうち男′性23件、女性3件

○ 有議拐Jでは、特に30代以上に多い。                         ・

【検査・相談件数の概況 (平成21年 10月～12月 )】 〔資料5～資料7参照〕

1.保健所におけるHIV抗体検査件数 (確定0は 27,887件 (前年同時期 41,238f41、 自治体が実施する保健

所以外の検査件数 確定値)は 6,604件 (前年同時期 8,538イつ

保健所等における相談件数 (確定0は 43,376件 (前年同時期 63,426件 )

前年同時期に比べ、抗体検査件数 。本目談件数ともに大幅に減少

【献血の概況 (平成 21年 1月 ～12月 )】 〔資料 11参照〕

1.献血件数 (速報個 は5,287,101件 (前年確定値 5,077,238141

2.そのうちHIV抗体・核酸増幅検査陽性件数 (速報口 は 102件 (前年確定値 107件 )

10万件当たりの陽階   (速報回 は1.929件 (前年確定値 2.107f41

《まとめ》

1.第 4四半期はHIV抗体検査件数が例年最も多くなる時期であったが、今年は検劃牛数が伸びなかった

2.12月 の検査件数は、12月 1日 の世界エイズデーがあったにも力功わヽらず、ほとんど増加しなかつた。検査普及週間のあ

った6月 と比較しても抗体険叡鷲姉 少ヾなかった。

3.HIV感染者、エイズ請 ともに前回及び前年同時期と比較して減少したが、検査件数の減少と連動しているので、流

行に歯止めがかかつたとは言えなしゝ

4.HIV感染者においては20歳代、エイズ謎 においては50歳以上の増加が目立ち、年齢の拡大傾向が認められる。
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《平成 21年 年間報告 (速剰闘 》

【概要】 〔資料8,資料9参照〕             J
l.今回の報告期間は平成20年 12月 29日 から平成21年 12月 27日 までの約1年 (四半期ごと速報値の合計)

2.新規HIV感染者は1,008件で過去3位

3.新規AIDS患者は420件で過去2位

4.合計は 1,428件 (一 日あたり約 3.9件)で過去3位

※これまでの最高は、平成20年 (確定値)でHIV感染者 1,126件、AIDS患者431件、合計1,557件。

【感染経路・年齢等の動向 (速報値Ll】 〔資料8,資料9参照〕

1.新規HIV感染者 :

○ 同性間′曲 劇こよるものが682件 (全HIV感染者報告数の約68%)と 最多

○ 異性間′団 鄭こよるものが209件 (全HIV感染者報告数の約21%)

〇 年齢別では、特に20～30代が多い

2.新規AIDS患者 :

○ 同性間′曲 勲こよるものが202件 (全AIDS患者報告数の約48%)と最多

〇 異性間′曲 熙こよるものが128件 (全AIDS患者報告数の約30%)

〇 年齢別では、特に30歳以上に多く、特に30代で大幅に増カロ

【検査・相談件数の概況 (平成21年 1月 ～12月 )】 〔資料5,資料6参照〕

1.保健所等におけるHIV抗体検査件数 (確自回 は150,252件 (前年 177,156f41で過去3位: 価去最高は

平成20年 177,156件 )

2.相談件数は 193,271件 (前年230,091イ→ で過去3仏  (過去最高は平成20年 230,091イ→

《まとめ》

1.前年と比較して、検査件数が約 27,000件、相談件数が37,000件減少した。その一因として、新型インフルエンザの影

響を受けた可能性は否定できない。。 唯絆15,資料 6,資料 7参照〕

2.検査件数・相談件数が厳>しているが、新規HIV感染者・エイズ患者ともに前年と比較して政>した  喰料 10参

照〕

3 新規HIV感染者 。エイズ書者に占めるエイズ憲者数の割合は増加した。 蔭料 10参周

4.国民はHIV・ エイズについての理解を深め、身近な問題として積極的に予防に努めるべきである。早期発見は、個

人においては早期治療、社会においては感染の拡大防止に結びつくので、HIV抗体検査 。相談の機会を積極的に利用

していただきたい。
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